
1 

 

 
ブ

ッ

ク

シ

ョ

ー

ト

 

１

０

月

期

応

募

作

品

 
 

 

        
 

 

あ

な

た

の

幸

せ

、

 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ

た

し

の

幸

せ

 

       

山

岸

遼
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【

人

物

】

 

八

代

萌

（

２

７

）

 
 

会

社

員

 

矢

作

恋

歌

（

２

９

）

 

ブ

ラ

イ

ダ

ル

ス

タ

ッ

フ

 

 

萩

原

玲

（

２

７

）

 
 

新

婦

 

正

木

清

志

（

５

７

）

 
玲

の

父

 

萩

原

保

（

２

７

）

 
 

新

郎

・

萌

の

浮

気

相

手

 

  
 

 

【

あ

ら

す

じ

】

 

浮

気

相

手

が

親

友

と

結

婚

し

憂

鬱

な

萌

は

、

式

場

ス

タ

ッ

フ

の

幸

薄

女

性

恋

歌

と

出

会

う

。

恋

歌

の

提

案

に

よ

り

、

こ

の

世

界

か

ら

逃

げ

出

す

旅

に

出

る

。

そ

し

て

パ

ワ

ー

ス

ポ

ッ

ト

を

訪

れ

、

２

人

で

過

ご

す

う

ち

に

、

萌

は

幸

せ

は

誰

に

も

決

め

ら

れ

な

い

。

自

分

で

決

め

る

も

の

だ

と

気

づ

い

た

。

 

  
 

 

【

本

文

の

文

字

数

】

 

４

３

８

８

文

字
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〇

結

婚

式

場

・

外

観

 

 
 

 
 

 
 

豪

奢

な

チ

ャ

ペ

ル

が

聳

え

立

つ

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

チ

ャ

ペ

ル

・

外

 

 
 

 
 

 
 

制

服

を

着

た

矢

作

恋

歌

（

２

９

）
、

扉

を

開

 

 
 

 
 

 
 

く

。

 

 
 

 
 

 
 

萩

原

玲

（

２

７

）
、

正

木

清

志

（

５

７

）

の

 

 
 

 
 

 
 

腕

に

手

を

か

け

る

。
中

に

足

を

踏

み

入

れ

る

。 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

同

・

中

 

 
 

 
 

 
 

大

勢

の

参

列

者

に

見

守

ら

れ

な

が

ら

、

玲

と

 

 
 

 
 

 
 

清

志

は

バ

ー

ジ

ン

ロ

ー

ド

を

歩

い

て

い

く

。
 

 
 

 
 

 
 

バ

ー

ジ

ン

ロ

ー

ド

の

先

で

は

、

萩

原

保

（

２

 

 
 

 
 

 
 

７

）

が

口

を

真

一

文

字

に

結

ん

で

玲

と

清

志

 

 
 

 
 

 
 

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

は

満

面

の

笑

み

を

浮

か

べ

て

玲

を

眺

め

 

 
 

 
 

 
 

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

中

ほ

ど

の

席

い

る

八

代

萌

（

２

７

）
、

玲

を

 

 
 

 
 

 
 

見

つ

め

て

い

る

。

そ

の

視

線

を

保

に

移

す

。

 

萌

「

…
…

」
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萌

、

ふ

っ

と

笑

み

を

こ

ぼ

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

喫

煙

所

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

窓

の

外

、

雨

が

降

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

入

る

。

窓

の

外

を

見

て

、

た

め

息

を

 

 
 

 
 

 
 

つ

く

。

乱

雑

に

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

タ

バ

コ

と

ラ

 

 
 

 
 

 
 

イ

タ

ー

を

出

す

。

 

恋

歌

「

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

座

る

。

タ

バ

コ

に

火

を

点

け

て

、

ふ

 

 
 

 
 

 
 

か

す

。

そ

し

て

さ

っ

と

シ

ャ

ツ

の

第

一

ボ

タ

 

 
 

 
 

 
 

ン

を

外

す

。

 

 
 

 
 

 
 

窓

の

外

、

雨

が

打

ち

付

け

る

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

入

る

。

 

萌

「

幸

せ

に

、

な

り

た

い

で

す

か

？

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

驚

い

て

、

咄

嗟

に

火

を

消

す

。

取

り

 

 
 

 
 

 
 

繕

っ

た

笑

顔

を

見

せ

て

、

 

恋

歌

「

…
…

大

変

失

礼

い

た

し

ま

し

た

！

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

苦

笑

し

て

、

 

萌

「

気

に

し

な

い

で

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

タ

バ

コ

を

一

本

取

り

出

し

て

、

恋

歌

に
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渡

す

。

 

恋

歌

「

？

」

 

萌

「

お

詫

び

」
 

 
 

 
 

 
 

と

、

灰

皿

の

タ

バ

コ

を

見

る

。

 

 
 

 
 

 
 

少

し

し

か

吸

わ

れ

て

い

な

い

長

い

吸

殻

。

 

萌

「

吸

い

始

め

、

だ

っ

た

で

し

ょ

」

 

恋

歌

「

…
…

あ

あ

、

す

い

ま

せ

ん

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

タ

バ

コ

を

受

け

取

る

。

咥

え

る

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

恋

歌

の

タ

バ

コ

に

火

を

点

け

る

。

 

恋

歌

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

タ

バ

コ

を

取

り

出

し

、

火

を

点

け

る

。

 

 
 

 
 

 
 

一

度

大

き

く

息

を

吐

き

出

す

と

、

座

る

。
 

萌

「

我

慢

で

き

な

か

っ

た

？

」

 

恋

歌

「

え

？

」

 

萌

「

だ

っ

て

、

こ

こ

の

人

で

し

ょ

。

さ

っ

き

扉

開

け

 

 
 

て

た

し

」

 

恋

歌

「

あ

あ

、

は

い

」

 

萌

「

従

業

員

休

憩

室

に

喫

煙

所

は

あ

る

だ

ろ

う

し

、

 

 
 

で

も

こ

こ

で

吸

っ

て

る

っ

て

こ

と

は

、

相

当

吸

い

 

 
 

た

か

っ

た

の

か

な

と

思

っ

て

」
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恋

歌

「
…

…

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

ぎ

こ

ち

な

く

笑

う

。

 

恋

歌

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

萌

「

い

い

の

い

い

の

、

私

だ

っ

て

か

な

り

の

ヘ

ビ

ー

 

 
 

だ

か

ら

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

タ

バ

コ

の

箱

を

揺

ら

す

。

 

 
 

 
 

 
 

窓

に

打

ち

付

け

る

雨

。
 

恋

歌

「

…
…

あ

の

、

私

、

不

幸

に

見

え

ま

す

か

？

」

 

萌

「

あ

、

ご

め

ん

な

さ

い

。

そ

う

じ

ゃ

な

く

て

、

さ

 

 
 

っ

き

と

ギ

ャ

ッ

プ

す

ご

く

て

」

 

恋

歌

「

さ

っ

き

？

」

 

萌

「

保

、

あ

、

い

や

、

萩

原

さ

ん

の

挙

式

」

 

恋

歌

「

あ

あ

…
…

」

 

萌

「

ず

っ

と

笑

顔

だ

っ

た

か

ら

。

よ

く

あ

ん

な

に

も

 

 
 

他

人

の

幸

せ

を

祝

え

る

も

の

だ

な

と

思

っ

て

」

 

恋

歌

「

私

を

見

な

い

で

く

だ

い

よ

」

 

萌

「

ご

め

ん

な

さ

い

。

で

も

今

の

あ

な

た

は

さ

っ

き

 

 
 

の

あ

な

た

と

全

然

違

う

」

 

恋

歌

「

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

笑

み

を

こ

ぼ

す

。
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恋

歌

「

だ

っ

て

、

仕

事

で

す

か

ら

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

息

を

炊

き

出

す

。

タ

バ

コ

の

煙

が

宙

に

 

 
 

 
 

 
 

舞

う

。
 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

宴

会

場

・

外

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

『

萩

原

保

・

玲

』
『

披

露

宴

』

を

示

す

立

て

 

 
 

 
 

 
 

看

板

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

同

・

中

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

を

通

し

て

、

保

と

玲

の

結

 

 
 

 
 

 
 

婚

を

祝

う

動

画

が

流

れ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

玲

は

涙

交

じ

り

に

見

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

保

は

笑

顔

で

見

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

喫

煙

所

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

灰

皿

に

は

、
吸

殻

が

数

本

捨

て

ら

れ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

缶

の

ブ

ラ

ッ

ク

コ

ー

ヒ

ー

で

乾

杯

を

す

る

恋

 

 
 

 
 

 
 

歌

と

萌

。

 

萌

「

何

の

乾

杯

か

わ

か

ら

な

い

け

ど

」

 

恋

歌

「

私

た

ち

の

不

幸

に

？

」
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萌

「

私

も

不

幸

に

見

え

て

ん

だ

」

 

恋

歌

「

違

い

ま

す

か

？

」

 

萌

「

ノ

ー

コ

メ

ン

ト

で

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

タ

バ

コ

を

一

本

取

り

出

し

、

萌

に

渡

 

 
 

 
 

 
 

す

。

 

恋

歌

「

お

返

し

で

す

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

受

け

取

っ

て

、
 

萌

「

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

萌

の

タ

バ

コ

に

火

を

点

け

て

、

自

身

 

 
 

 
 

 
 

の

タ

バ

コ

に

も

火

を

点

け

る

。

 

萌

「

仕

事

は

い

い

の

？

」

 

恋

歌

「

勤

務

時

間

は

と

っ

く

に

終

わ

っ

て

ま

す

」
 

萌

「

そ

う

な

の

？

」

 

恋

歌

「

で

も

、

こ

こ

で

吸

っ

て

る

の

バ

レ

た

ら

怒

ら

 

 
 

れ

る

」

 

萌

「

だ

ろ

う

ね

」

 

恋

歌

「

…
…

披

露

宴

は

い

い

ん

で

す

か

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

苦

虫

を

噛

み

潰

し

た

よ

う

に

息

を

吐

き

 

 
 

 
 

 
 

出

す

。

 

萌

「

そ

れ

訊

く

？

」
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恋

歌

「

私

も

、

あ

な

た

の

こ

と

は

挙

式

の

と

き

か

ら

 

 
 

少

し

気

に

な

っ

て

い

ま

し

た

」

 

萌

「

ど

う

し

て

？

」

 

恋

歌

「

一

人

だ

け

、

取

り

繕

っ

た

祝

福

を

送

っ

て

い

 

 
 

る

よ

う

な

気

が

し

た

ん

で

す

」

 

萌

「

何

そ

れ

？

」

 

恋

歌

「

他

に

も

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

あ

な

た

 

 
 

か

ら

そ

う

い

う

オ

ー

ラ

を

感

じ

取

っ

た

。

い

る

ん

 

 
 

で

す

、

中

に

は

心

か

ら

の

祝

福

を

送

れ

な

い

人

」

 

萌

「

わ

か

る

も

の

？

」

 

恋

歌

「

こ

の

仕

事

長

い

の

で

、

割

と

敏

感

か

も

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

苦

笑

し

て

、

 

萌

「

そ

の

通

り

よ

」

 

恋

歌

「

や

っ

ぱ

り

」

 

萌

「

元

カ

レ

な

の

。

新

郎

」

 

恋

歌

「

…
…

あ

あ

」

 

萌

「

一

応

名

誉

の

た

め

に

言

っ

と

く

と

、

浮

気

と

か

 

 
 

じ

ゃ

な

い

。

新

婦

と

付

き

合

う

前

に

ね

、

一

年

く

 

 
 

ら

い

か

な

」

 

恋

歌

「

…
…

今

も

？

」
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萌

「

な

い

な

い

。

だ

か

ら

、

ド

ラ

マ

と

か

で

よ

く

あ

 

 
 

る

よ

う

な

、
『

ち

ょ

っ

と

待

っ

た

！

』

的

な

や

つ

 

 
 

じ

ゃ

な

い

。

そ

う

い

う

の

じ

ゃ

な

い

。

た

だ

ね

―
 

 
 
―

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

言

葉

を

呑

み

込

み

、

ぐ

い

と

コ

ー

ヒ

ー

 

 
 

 
 

 
 

を

飲

む

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

披

露

宴

会

場

・

中

（

夕

）
 

 
 

 
 

 
 

玲

、

保

の

耳

元

に

顔

を

近

づ

け

て

、

 

玲

「

ね

え

、

萌

ど

こ

行

っ

た

の

？

」

 

保

「

え

？

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

当

た

り

を

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

し

て

、

 

玲

「

さ

っ

き

か

ら

ず

っ

と

い

な

い

ん

だ

よ

ね

」

 

保

「

え

、

そ

う

な

の

？

」

 

玲

「

う

ん

、

な

ん

か

あ

っ

た

の

か

な

？

」

 

保

「

ま

あ

、

大

丈

夫

じ

ゃ

な

い

？

」

 

 
 

 
 

 
 

玲

、

不

安

そ

う

に

頷

く

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

喫

煙

所

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

窓

の

外

、

大

雨

。
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恋

歌

、

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

む

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

タ

バ

コ

を

灰

皿

に

押

し

当

て

て

、

 

萌

「

元

カ

レ

の

結

婚

式

に

行

っ

た

こ

と

あ

る

？

」

 

恋

歌

「

…
…

い

な

い

」

 

萌

「

あ

あ

。

…
…

じ

ゃ

あ

行

く

人

っ

て

、

い

る

？

」

 

恋

歌

「

統

計

取

っ

た

こ

と

な

い

か

ら

わ

か

ん

な

い

け

 

 
 

ど

、

少

数

か

な

」

 

萌

「

だ

よ

ね

」

 

恋

歌

「

ど

う

し

て

来

た

の

？

」

 

萌

「

玲

、

あ

、

新

婦

が

親

友

な

の

」

 

恋

歌

「

あ

あ

…
…

」

 

萌

「

と

い

う

か

、

新

郎

新

婦

と

私

、

小

中

高

と

一

緒
 

 
 

で

、

サ

ン

コ

イ

チ

だ

っ

た

」

 

恋

歌

「

恋

愛

に

発

展

す

る

ん

だ

ね

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

タ

バ

コ

を

取

り

出

す

。

が

、

箱

に

戻

し

 

 
 

 
 

 
 

て

、

 

萌

「

付

き

合

っ

て

、

振

ら

れ

て

、

振

ら

れ

た

と

思

っ

 

 
 

た

ら

、

親

友

と

結

婚

し

た

」

 

恋

歌

「

付

き

合

っ

て

た

の

は

い

つ

？

」

 

萌

「

２

，

３

年

前

？

」
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恋

歌

「

そ

っ

か

」

 

萌

「

も

っ

と

複

雑

な

の

が

、

私

と

付

き

合

っ

て

た

こ

 

 
 

と

を

新

婦

が

知

ら

な

い

っ

て

こ

と

」

 

恋

歌

「

あ

あ

…
…

」

 

萌

「

新

婦

は

、

私

が

一

番

祝

福

し

て

る

っ

て

思

っ

て

 

 
 

る

。
し

て

な

い

わ

け

じ

ゃ

な

い

け

ど

ね

、
わ

か

る

？

」 

恋

歌

「

わ

か

る

」

 

萌

「

幸

せ

に

な

り

た

い

け

ど

、

私

は

な

れ

な

い

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

徐

に

窓

の

外

を

眺

め

る

。

 

恋

歌

「

…
…

ね

え

、

逃

げ

出

さ

な

い

？

」
 

萌

「

え

？

」

 

恋

歌
「

こ

の

世

界

、
こ

の

建

前

だ

ら

け

の

世

界

か

ら

」
 

萌

「

…
…

正

気

？

 

初

対

面

、

今

偶

然

会

っ

た

だ

け

 

 
 

だ

よ

」

 

恋

歌

「

だ

ね

。

だ

け

ど

そ

う

い

う

気

分

に

な

っ

た

か

 

 
 

ら

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

タ

バ

コ

を

灰

皿

に

押

し

付

け

る

。

 

恋

歌

「

私

、

矢

作

恋

歌

」

 

萌

「

急

な

自

己

紹

介

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

苦

笑

し

て

、

 



13 

 

萌

「
…

…

私

は

八

代

萌

」

 

恋

歌

「

出

席

番

号

前

後

じ

ゃ

ん

」

 

萌

「

確

か

に

」
 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

と

萌

、

顔

を

見

合

わ

せ

て

笑

い

合

う

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

路

面

電

車

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

雨

は

上

が

っ

て

い

る

。
 

 
 

 
 

 
 

路

面

電

車

が

ゆ

っ

く

り

と

駆

け

て

い

く

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

車

内

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

ほ

と

ん

ど

乗

客

は

い

な

い

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

と

萌

は

隣

り

合

わ

せ

で

座

っ

て

い

る

。
 

 
 

 
 

 
 

萌

は

う

と

う

と

し

て

お

り

、

恋

歌

の

肩

に

寄

 

 
 

 
 

 
 

り

か

か

る

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

徐

に

萌

を

見

つ

め

る

。

そ

し

て

そ

っ

 

 
 

 
 

 
 

と

微

笑

む

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

結

婚

式

場

・

喫

煙

所

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

保

、

入

る

。

 

 
 

 
 

 
 

が

、

誰

も

な

い

。
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保

「
…

…

」

 

 
 

 
 

 
 

ど

う

し

た

も

の

か

と

首

を

傾

げ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

ラ

ブ

ホ

テ

ル

・

外

観

（

夜

）

 

 
 

 
 

 
 

ネ

オ

ン

輝

く

古

び

た

建

物

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

一

室

（

夜

）

 

 
 

 
 

 
 

萌

、
ど

か

っ

と

ベ

ッ

ド

に

寝

転

が

っ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

ソ

フ

ァ

に

は

ス

ー

パ

ー

の

袋

。

食

品

や

衣

類

 

 
 

 
 

 
 

が

入

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

は

シ

ャ

ワ

ー

か

ら

あ

が

っ

て

、

 

恋

歌

「

先

お

風

呂

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

さ

っ

と

起

き

上

が

っ

て

、

 

萌

「

変

な

感

じ

」

 

恋

歌

「

普

通

の

ホ

テ

ル

、

ど

こ

も

満

室

だ

っ

た

」

 

萌

「

だ

け

じ

ゃ

な

く

て

、

状

況

す

べ

て

が

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

萌

の

隣

に

座

り

、

 

恋

歌

「

そ

れ

は

も

ち

ろ

ん

そ

う

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

ふ

っ

と

笑

み

を

こ

ぼ

し

、

 

萌

「

仕

事

は

？

」
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恋

歌

「

明

日

は

休

み

」

 

萌

「

そ

う

」

 

恋

歌

「

ね

、

迷

惑

だ

っ

た

？

」

 

萌

「

だ

っ

た

ら

来

て

な

い

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

立

ち

上

が

り

、

 

萌

「

シ

ャ

ワ

ー

浴

び

て

く

る

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

奥

に

消

え

る

。
 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、
ど

こ

か

悲

し

そ

う

に

萌

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 
 

 
 

 

〇

回

想

／

八

代

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 
 

 
 

 
 

キ

ッ

チ

ン

で

洗

い

物

を

す

る

萌

、

思

わ

ず

水

 

 
 

 
 

 
 

道

の

水

を

止

め

る

。

 

萌

「

ど

う

い

う

こ

と

」

 

 
 

 
 

 
 

保

は

テ

ー

ブ

ル

席

で

、

拳

を

握

り

、

俯

い

て

 

 
 

 
 

 
 

い

る

。

 

保

「

結

婚

す

る

ん

だ

」

 

萌

「

待

っ

て

よ

、

聞

い

て

な

い

」

 

保

「

だ

か

ら

関

係

を

解

消

し

た

い

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

保

の

傍

に

駆

け

寄

っ

て

、

 

萌

「

相

手

は

誰

」
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保

「
…

…

」

 

萌

「

答

え

て

」

 

 
 

 
 

 
 

保

、

萌

を

一

瞥

し

て

、

 

保

「

玲

だ

」

 

萌

「

え

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

血

の

気

が

引

い

た

よ

う

に

、

そ

の

場

に

 

 
 

 
 

 
 

す

ん

と

立

ち

尽

く

す

。
 

 
 

 
 

 
 

 

〇

ラ

ブ

ホ

テ

ル

・

一

室

（

深

夜

）

 

 
 

 
 

 
 

ベ

ッ

ド

に

横

並

び

で

眠

る

恋

歌

と

萌

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

は

徐

に

目

を

開

く

。

傍

に

あ

る

ス

マ

ホ

を

 

 
 

 
 

 
 

手

に

取

り

開

く

。

 

 
 

 
 

 
 

画

面

、

保

と

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

や

り

取

り

。

 

 
 

 
 

 
 

『

大

丈

夫

？

』『

ど

こ

？

』
な

ど

の

メ

ッ

セ

ー

 

 
 

 
 

 
 

ジ

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

は

何

も

返

し

て

い

な

い

。

 

萌

「

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、
大

き

く

息

を

つ

き

、
再

び

目

を

閉

じ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

明

け

方
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〇

道

１

（

朝

）

 

 
 

 
 

 
 

周

囲

に

は

木

が

生

い

茂

る

。

 

 
 

 
 

 
 

延

々

と

連

な

る

階

段

。

 

 
 

 
 

 
 

ち

ら

ほ

ら

と

人

が

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

と

萌

、

横

並

び

で

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

大

き

く

あ

く

び

を

す

る

。

 

恋

歌

「

眠

れ

な

か

っ

た

？

」

 

萌

「

ち

ょ

っ

と

ね

」

 

恋

歌

「

大

丈

夫

？

」

 

萌

「

う

ん

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

て

く

て

く

歩

い

て

い

く

２

人

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

×

△

天

神

宮

 

 
 

 
 

 
 

鳥

居

の

奥

、

き

ら

び

や

か

な

拝

殿

が

聳

え

立

 

 
 

 
 

 
 

つ

。

 

 
 

 
 

 
 

人

々

は

手

を

合

わ

せ

、

拝

ん

で

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

向

こ

う

か

ら

恋

歌

と

萌

、

や

っ

て

来

て

、

 

萌

「

こ

こ

が

目

的

地

…
…

」

 

恋

歌
「

日

本

最

大

の

パ

ワ

ー

ス

ポ

ッ

ト

、×

△

神

社

」
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萌

「

う

ち

ら

に

は

う

っ

て

つ

け

っ

て

こ

と

か

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

恋

歌

と

顔

を

見

合

わ

せ

て

ニ

ヤ

リ

と

笑

 

 
 

 
 

 
 

う

。
 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 
 

 
 

ち

ゃ

り

ん

ち

ゃ

り

ん

と

金

を

鳴

ら

す

恋

歌

と

 

 
 

 
 

 
 

萌

。

二

礼

二

拍

手

一

礼

。

 

 
 

 
 

 
 

目

を

閉

じ

手

を

合

わ

せ

る

恋

歌

と

萌

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

ち

ら

っ

と

目

を

開

け

、

徐

に

萌

を

見

 

 
 

 
 

 
 

や

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

カ

フ

ェ

・

外

観

 

 
 

 
 

 
 

神

社

近

く

に

ひ

っ

そ

り

と

佇

む

隠

れ

家

的

カ
 

 
 

 
 

 
 

フ

ェ

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〇

同

・

店

内

 

 
 

 
 

 
 

客

は

ま

ば

ら

。

 

 
 

 
 

 
 

窓

際

の

席

、

恋

歌

と

萌

は

向

か

い

合

わ

せ

で

 

 
 

 
 

 
 

各

々

パ

フ

ェ

を

つ

つ

い

て

い

る

。

 

萌

「

何

を

願

っ

た

の

？

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

ひ

と

く

ち

食

べ

て

、
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恋

歌

「

私

の

幸

せ

」

 

萌

「

…
…

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

萌

を

一

瞥

し

て

苦

笑

。

 

恋

歌

「

笑

っ

て

よ

」

 

萌

「

ど

う

し

て

、

私

を

連

れ

出

し

た

の

？

」

 

恋

歌

「

こ

の

世

界

か

ら

逃

げ

出

し

た

い

よ

う

に

見

え

 

 
 

た

か

ら

」

 

萌

「

そ

れ

だ

け

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

」
 

恋

歌

「

…
…

私

、

愛

せ

な

い

ん

で

す

」
 

萌

「

え

？

」

 

恋

歌

「

男

の

人

を

」

 

萌

「

あ

あ

…
…

」

 

恋

歌

「

そ

れ

で

ず

っ

と

、

幸

せ

に

は

な

れ

な

い

と

思

 

 
 

っ

て

た

」

 

萌

「

好

き

に

な

っ

た

？

」

 

恋

歌

「

え

？

」

 

萌

「

私

の

こ

と

」

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

、

ピ

タ

ッ

と

静

止

。

徐

に

ス

プ

ー

ン

を

 

 
 

 
 

 
 

置

い

て

、

 

恋

歌

「

わ

か

ん

な

い

」
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萌

「

な

に

そ

れ

」

 

恋

歌

「

そ

う

か

も

し

れ

な

い

し

、

そ

う

な

る

か

も

し

 

 
 

れ

な

い

」
 

萌

「

う

ん

」

 

恋

歌

「

で

も

…
…

」
 

 
 

 
 

 
 

と

、

言

葉

を

呑

み

込

み

、

萌

を

見

つ

め

て

、

 

恋

歌

「

あ

な

た

に

は

幸

せ

に

な

っ

て

ほ

し

い

」

 

萌

「

…
…

」

 

恋

歌

「

そ

う

な

る

手

助

け

が

少

し

で

も

で

き

れ

ば

っ

 

 
 

て

、

連

れ

出

し

た

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

微

笑

む

。

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

真

剣

な

目

つ

き

で

萌

を

見

つ

め

る

。
 

 
 

 
 

 
 

 

〇

カ

フ

ェ

近

く

の

道

（

夕

）

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

電

話

を

し

て

い

る

。

 

保

の

声

「

よ

か

っ

た

。

ど

こ

い

る

ん

だ

よ

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

ス

マ

ホ

を

き

ゅ

っ

と

握

っ

て

、

 

萌

「

…
…

帰

ら

な

い

」

 

保

の

声

「

え

？

」

 

萌

「

当

分

帰

ら

な

い

か

ら

」
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保

の

声

「

ど

う

い

う

こ

と

？

」

 

萌

「

あ

な

た

だ

っ

て

幸

せ

に

暮

ら

し

た

い

で

し

ょ

」

 

保

の

声

「

は

い

？

」

 

萌

「

帰

っ

た

ら

玲

に

話

し

ち

ゃ

う

か

も

」

 

保

の

声

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

―
―

」

 

萌

「

な

ー

ん

て

ね

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

い

た

ず

ら

っ

ぽ

く

笑

っ

て

見

せ

て

、

 

萌

「

で

も

も

う

関

係

は

終

わ

り

」
 

保

の

声

「

お

、

お

い

、

そ

れ

っ

て

」
 

 
 

 
 

 
 

萌

は

電

話

を

着

る

。

そ

し

て

ふ

ー

っ

と

息

を

 

 
 

 
 

 
 

吐

き

出

し

、

ス

マ

ホ

を

し

ま

う

。

 

 
 

 
 

 
 

カ

フ

ェ

か

ら

恋

歌

が

出

て

く

る

。

 

恋

歌

「

お

待

た

せ

」

 

萌

「

う

ん

」

 

恋

歌

「

あ

れ

、

ど

う

し

た

？

」

 

萌

「

え

？

」

 

恋

歌

「

な

ん

か

、

ス

ッ

キ

リ

し

て

る

」

 

萌

「

あ

あ

、

別

れ

た

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

。

 

恋

歌

「

お

め

で

と

う

」
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萌

「

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 
 

 
 

と

、

顔

を

見

合

わ

せ

て

笑

い

合

う

。

 

萌

「

一

緒

に

戻

ら

な

い

？

」

 

恋

歌

「

ど

こ

に

？

」

 

萌

「

建

前

だ

ら

け

の

世

界

に

」

 

恋

歌

「

本

気

？

」

 

萌

「

そ

ん

な

に

悪

く

な

い

世

界

だ

と

思

う

か

ら

。

恋

 

 
 

歌

さ

ん

が

い

れ

ば

」

 

恋

歌

「

好

き

に

な

る

か

も

よ

？

」

 

萌

「

そ

の

と

き

は

ち

ゃ

ん

と

考

え

る

か

ら

」
 

恋

歌

「

う

ん

、

帰

ろ

う

か

」

 

 
 

 
 

 
 

萌

、

ひ

と

つ

頷

き

、

歩

き

出

す

。

 

 
 

 
 

 
 

恋

歌

も

続

く

。

 

 
 

 
 

 
 

２

人

の

背

中

を

夕

日

が

照

ら

し

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

お

わ

り

） 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 


